
 

山口連区防災訓練① 

山口連区自治会・山口連区防災協議会 

地震災害に備える（安否札による安否確認の意義） 

今後３０年以内に７０～８０％の確率で発生する「南海トラフ大地震」、瀬戸市の想定最大

震度は６弱です。家屋が倒壊することはまれですが、家具の転倒や割れたガラスでの怪我や、

家具に挟まれて身動きがとれない人が多数発生することが危惧されています。 

地域の人をみんなで守る 

安否確認の意義は、「我が家は全員無事」の表明だけではなく、できるだけ多くの人が組集

合場所に集まり、集まった人で手分けして“支援求む”の掲出や安否札掲出のない世帯を訪問

声掛けし、「支援が必要な人を迅速に助け出す」ことにあります。 

 

今回実施する防災訓練は「できるだけ多くの人が組集合場所に集まること」を重要ポイン

トとして実施します。参加ご協力をお願いします。 

大坂町 5.6.7組の皆さん 

令和７年６月１５日(日) 

 夜間発生を想定 

訓練の詳細は裏面に記載しています 


